
 

 

 

 

 

 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 く ろ こ 

黒 衣 た よ り vol.１２ 

2022.９.1 「つなぐ」 
  〒485-0802小牧市大草中 111 番地 

              電話：0568-48-9650 Fax：0568-65-6969 
一般社団法人黒衣  KUROKO  LETTER 

皆さん、敬老の日の由来って知っていますか？ 

1947年に、兵庫県多可郡野間谷村で行われた『としよりの日』が由来とされています。 

お年寄りを敬い、その知恵を借りてムラを作るために提唱されたそうです。この『としよりの

日』は兵庫県全体に広まったのち、次第に全国で行われるようになり、1963年に老人福祉法

で『老人の日』として制定されました。その後、1966年に現在の『敬老の日』として国民の

休日に制定され、お年寄りを敬愛し長寿をお祝いする日とされました。 

 ちなみに、敬老の日を祝うのは日本だけではありません。 

アメリカでは、９月の上旬の日曜日を祖父母の日として祝う習慣があります。また、中国では

重陽の節句（陰暦の９月９日）に、祖父母を敬うという 

意味も込められているそうです。 

 私も、敬愛されるおばあちゃんになれるよう、今から 

可愛いおばあちゃん目指します（笑） 

管理者 小木曽 知美 

 
 

 

 

今、新型コロナウイルス感染症の第 7波は、これまでの感染の波をはるかに上回る 

スピードで急拡大しており、感染のピークはいまだ見通すことが困難な状況にあります。 

こうした感染急拡大により各地で医療ひっ迫が相次ぎ、コロナ医療だけでなく一般医療にも多大な影響

を及ぼしている現状でもあります。 

私ども訪問看護も感染拡大に伴い、一部のご利用者様への対応に追われています。 

「誰も悪くない、悪いのは憎きウイルス！」なのです。ウイルスが体内から撤退し健康状態を取り戻す

ため、スタッフは日々の業務を酷使しながら一丸となって取り組んでいます。利用者様が置かれている

環境や健康状態によってケアの内容と方法は異なります。酷暑の中、マスクとガウンの中は汗だくで、 

ゴーグルも目の前が曇って見えないし、汗が目に入り視界が狭まるサウナ 

状態。標準的な感染対策を基盤に取組む支援は、想像を超えた活動です。 

しかしそんなことは言ってはいられない。目の前の利用者（患者）様の 

健康と生活を守るのは、身近な看護師の活動であり私たち黒衣の使命だと 

強く感じています。 

コロナ禍で不安な毎日を送っていることでしょう。でも安心してください。 

私たち黒衣がいつもそばにいることを・・・。 

訪問看護ステーション黒衣 と コロナとのたたかい  

代表 岡 良伸 



 

黒衣のかんたき 

夏祭りを８月９日に開催しました         

みんなで『ハイ、チーズ！』 

今年の夏まつりも、新型コロナウイルス感染予防を鑑みて、 

ご利用者様とかんたきスタッフのみでの開催となりました。 

ささやかなお祭りではありましたが、ご利用者の皆様に楽しんで頂くことができ、

かんたきスタッフ一同大変嬉しく思います。 

来年こそは、ご家族様や地域の皆様も招いての盛大な開催ができますように・・☆ 

-次回の黒衣たよりは令和４年 10月１日発行になります- 

看護小規模多機能型居宅介護 


